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溝口時代の書産の一書憎

蔵書単行本15,016冊(和6,061洋8,955)

逐次刊行物3,498種(和1,687洋1,811)

地図類10,㎜枚

空襲)の二度の災難で蔵書の殆んどを焼失してしまい

歴史の長い割には今日に残された遺産としては国際文

献交換先リストがある位で他に見るべきものはありませ

ん.戦後文庫から図書室へと呼称が変わります.

西陽が激しく照りつける溝口庁舎2階の図書室時代は

こうして幕が開かれました.｢零からの出発｣とでも

いうべき苦斗の時代が始まったというべきでしょう.

この時期の特徴は何と言っても資料収集の一語に集約

資料室

1資料室の歴史

資料室は大きくわけで報告書･地質図出版部門製

図部門図書･資料部門と調整係から構成されています.

ここでとりあげる資料室は図書･資料部門に限定Lて

いることをはじめにお断りしておきます.

いままで｢書庫からの便り｣などを通じて資料室

の文献情報活動の紹介などを行って来ました.今回は

そのものずばり図書･資料部門の現状と筑波移転につい

て述べ主として基礎ずくりに終始した｢溝口時代｣

の果した役割を明らかにしやがて展開されるだろう

｢筑波時代｣の飛躍の土台にしたいと思います.

資料室の歴史は蔵書内容と性格などからみて三つ

の時代に区分することが出来ます.その第1は文庫時

代(1902→1945)第2は極めて短期間ではありますが現

状への基礎づくりの時期である図書室時代(1946→1965)

第3は現状から筑波移転後につづく資料室時代(1966→

)であります(第1表参照).

さらに資料室の歴史の概観について述べてみます.

その消長は基本的には地質調査所の歴史と軌を同じく

するものですが文庫時代(主とし下新橋･木挽町)は

震災･戦災を中心に終戦まで最も長期にわたります.

この時期の特徴は職員の数も少なくその蔵書も参

考図書を中心としたものでその管理も研究者の誰かが

分担するという実態でした.この間関東大震災(大

正12年9月1目発生).太平洋戦争(昭和20年5月25目の

第1表資料窒年表
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地質調査所に文庫設置

陳列館設置

9月1目関東大震災で焼失

5月25目の東京空襲で焼失

文庫から資料係に名称変更

総務課図書係となる

資料標本課図書室と放る

図蕃受入目録発行開始

標本薄片を分離し資料課へ

図書室は図書係(通称図書

室)に

東京分室に図書室設置

地学文献目録発行

図書室整備3か年計圃案作

成

英文山版物目録発行

蔵書貝録発行はじまる

図書閲覧貸出規則決る

目本地質図索引図発行はじ

まる

受入資料目録サｰビス開始

文献複写開始

綴鰯鵜(通称資

料室)に

所員62名蔵書工6,455件

標本10,771件

焼失資料約6万

焼失をまぬがれた図書200冊

川崎τli久本へ移転

工技庁設置

商工省から通産管へ

地質調査所月報創刊

地学文献速報と誌名変更

現在にいたる

UDC資料分類表作成

地質ニュｰス創刊

鉱床･燃料関係図書移す

人名別のみ発行1945-

��

1948年から記載(国際交換

用)

国内外雑誌地図など

あとで貸出要領となる

地域別5分冊

受入目録を充実

ゼロックス914導入

資料第1,第2係制実施

��↑��

1966�41��資料委員会答剃Hる�

1967�42�資�資料課から資料室に名称変�総務部企画官制実施

���更�

ユ970�45��資料第ユ係第2係発足�

��料��

1977�52��資料情報係設置�資料3係制実施

1978�53��資料部門移転問題ワｰキン�

��室�ググルｰプ発足�

1979�54��筑波移転��
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できます.戦中･戦後の空白を埋めるための国際文献

交換先の拡大積極収集･網羅収集を目標に大学･県

庁などの関連機関からの資料収集活動が強化されました.

昭和32年｢図書室整備3か年計画｣が作成され部

長会議に提出されました.この計画の骨子は資料収

集に対応するための書庫の拡充策でした.計画立案3

年後になってやっと今までの木製書架に代ってスチｰ

ル製複式11段3連(梯子つき)の書架4個をはじめ8個

が備えっけられました.この計画が終了するまでに5

年かかりましたがこれを契機にスチｰル製書架が増設

され手動集積書架を含めて全書架3,300棚がスチｰ

ノレ化しました.これによって著しく収容力は増加さ

れ名実ともに図書室らしく整備されました.

昭和41年所長の諮問(諮問事項別掲)にもとづいて資

料委員会が発足し昭和41年7月｢資料薬務の実態と問

題点および当面の改善策｣という答申が出されました.

この答申は標本部門も含まれたものでしたが今まで

の資料業務の総括の上に立ち新しい方向ずけが提起さ

れた画期的なものでした.資料室時代の幕あけはこ

の答申から始まったということか出来るでしょう.こ

の時代の特徴は業務方針の中に資料情報活動が加えら

れたことでした.

昭和40年令までの図1磐係(通称図書室)から資料係へ

と名称変更し昭和45年には資料業務を資料第1資

料第2の2係に充実し昭和52年には資料情報係を設

置し従来の資料収集資料整理とあわせて3係体制に

発展強化されました.

一方この間業務面では日本地質図索引図地質文

献目録の採録編集作業が昭和45,46年に地質部第一課

から業務移管され昭和50年には従来の受入目録を地

学文献速報と改題し月刊体制に切替えると共に内容

の充実をはかりました.

2資料委員会の答申

合目の資料業務を論ずるときどうしても避けて通る

ことが出来抵いのがこの委員会の答申です､しばらく

この答申についてふれてみたいと思います.昨今と

みに資料業務について風当りが酷しくなってきました.

昭和41年当時答申として所長に提出するだけでなく

印刷物にして全所員配布をしていたらこんたことには

ならなかったろうと今更のように悔やまれてなりませ

ん.

さてこの答申(原稿は資料室保存)をまとめた委員会

は当時の資料課長下平文男を委員長とし各部選出

の委員をもって構成されました.

佐藤光之助所長の諮問事項は次のようなものでした.

<諮問事項>

1.各部資料業務の実態と問題一“､1および当面の改善策

2.編集業務について

3.地殻資料センタｰを作るために地質調査所資料業務の進

むべき方向

写真1

資料委員会の答申と企画課の日

本地殻資料センタｰ構想

一察裟簑榊�
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策2表年間資料収集状況(胴和53年度

53.4.1～54.3.31)

箏

そしてこの諮問にもとづく答申本文のまえがきでは

｢地質調査所は地殻関係資料を網羅収集し解析･総

合･編集を行いより利用しやすい情報を生み出し国

家社会に貢献する必要性｣を説き｢地質調査所資料業

務の現状の把握と問題の解明を行い内外情勢の認識の

上にたって所の資料に対する基本的態度を打出しこ

れにてらして当面改善のためにとるべき方策について

検討した(要約引用)｣.と述べているようにこの答申

は各論とも具体的であり極めて細部にわたったもの

であります(写真1参照).

この委員会発足の背景には臨時行政調査会の｢科学

技術行政の改革に対する意見｣(1964年9月)日本地質

学会の｢地質研究の長期計画｣(1965年1月)などがあり

地質調査所でも企画課調査係が中心になって提起した

r日本地殻資料センタｰ｣構想(1963年6月)などがあ

りました.

この答申は残念ながら当時地質調査所の長期方

針として具体化はされませんでしたカミ実務的には資料

室の業務内容を明確にしあわせて将来方向を明示する

役割を果しました.また組織的には資料情報係が

設置され筑波にむけて標本館が建設されるなどその

骨子は今なお生きつづけているということが出来るで

しょう.

3.資料室の現況

昭和2!年川崎市久本の現庁舎に移転してから今年

で30年余になります.溝口時代30年の重みはそのま

ま文献資料の蓄積となりわが国唯一の地学に関する

資料センタｰとして他の追随を許さぬ所蔵資料を確保

し今日に至っております.戦後図書係長以下2名

第3表文献交換先一覧(外国)(昭和53年3月31日現在)
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策4表文献交換先一覧(国

内)(昭和53年3月31日現在)

交換先別

機関数

官庁･公

共団体

��

大学

�㌀

都道府県

�

地方技

術団体

�

学協会

�

会社

15一

個人

�　

…し

口1

��

で出発した図書･資料部門は現在組織的には資料

収集資料整理資料情報の3係となり専任職員7名

文献採録協力者5名を擁し地学分野の専門センタｰに

ふさわしい形態となりました(第2表参照).

3-1資料収集

まず資料収集の分野からはじめましょう.資料室

の生命線は一口で言えば資料収集であります.今更

述べるまでもなく資料収集には購入によるもの寄贈

によるものと入手の方法によって2つに分けること

が出来ます.資料室の資料収集の殆んどは上記のうち

後者によるものであります.乏しい予算のやりくりに

もおのずから限界がある状況のもとでいきおい資料収

集は｢寄贈｣｢交換｣の方法にたよらざるを得ませんで

した.資料収集の苦労話を述べるのもいささか気がひ

けますが資料室の現状は決して座って待っていた結果

ではなくそれこそ涙ぐましい努力の結果であること.

こちらから働きかけることなしには文献情報は決して

自動的には集ってご狂いということを資料収集活動の

前提として再確認しておくことも今後のために必要な

ことですので書いてみることにしましょう.

はじめに外国文献情報の収集からふれてみます.

(第3表参照)

戦後焼け残った文献交換先リストをもとに文献交換

カミ開始されました.特に交換先拡大の対象として重視

したのが東南アジアアフリカ南アメリカ社会主

義諸国でした.学術文献の国家管理が進んでいるソビ

エト中国には今でこそ笑い話になりますが当時は

全く困惑したものでした･科学アカデミｰの存在は

他の資本主義国には類がないだけに対応には全く苦慮し

ました･例をあげてみますと｢等価交換(equa1va1ue)｣

という概念があります.研究機関の機関誌がすべて科

学アカデミｰに集中･運用されているソビエトや中国を

相手に日本の地質調査所が月報･報告･地質図類を交

換提供文献として提示しながら接渉を行うわけですか

ら何とも奇妙なものでした(写真2参照).日本人的発

想で等価交換という先方の提案に対して｢数量対数量｣

などという考え方まで持込んで月報2冊と報告2冊で

相手機関の4シリｰズと文献交換を行うという苦肉の策

をあみ出したのもこの頃でした.またソビエトの全

ソ地質図書館からソビエト連邦の刊行する地質関係全

出版物と日本で刊行する地質関係全出版物との文献交換

をしようという申入れがあった時はさすがにそのスケ

ｰノレの大きさに面くらったのもなつかしい思い出の1つ

です.昭和35年頃のことです.この頃地質調査所

にはまだロシア語を読める人はおりませんでした.

外国の事情については全く手さぐりの状況でした.

留学する研究者とか学会などで出張する研究者に依頼し

ては現地の文献の実情調査とか文献交換の意志6有

無について調査して貰うなど研究者の協力も大きな役

割を果しました.

資料室ではギリシア語チエ'コ語などわけの解らな

い言語からはじまって雑誌名だけではどの学問分野の

雑誌かもさだかでないと言った悩みを抱えながら1か

国でも多く1機関でも多くと資料収集網を拡げていき

ました.いっか誰かが必ずこれらの文献を必要とす

るときが来るということを確信しながら資料収集にと

り組んだものでした.

なかでも社会主義国の出版物は｢計画出版｣ですので

一度出版されてしまうとあと再版されることは殆んどあ

りません･最近では大部事情も変ってきたようですが

当時は出版されたときただちに入手しないと永久に｢幻

の出版物｣になってしまうという特徴がありました.

古くて新しい問題の1つに地質調査所内における文

献交換の窓口の問題カミあります.資料室のったいだパ

イプを通って送られてくる出版物が資料室に届かず地

質調査所の他の部門に受入れられてしまうという事も度

々でした.

こうした努力が捻った結果現在では中国･ソビエ

ト関係の所蔵文献の殆んどは日本国内では地質調査所に

1部しかない文献であり資料室の誇るべき蔵書の1つ

となっておます.

かってタンザニア鉄道の国際入札の際日本のある

･商社が地質関係資料の収集のため現地に麸いたところ

現地では｢あなたの国の地質調査所にすべて送ってあ

ります｣ということで資料入手が出来ず手ぶらで帰っ

て来たとはるばるアフリカ経由で溝口に資料閲覧に来

られたことがありました.これと同じような話はブラ�
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ジルに関する資料でありました.外国における地質調

査所の位置ずけと資料室の所蔵資料の豊さを物語る話と

して興味があります.

研究者の国際交流が盛んになるにつれて文献交換先

も次第に増加し現在109か国との間に文献交流が行

われ各国の地質調査所大学関係学会など470機関

との間で国際文献交換が行われております.

つぎに国内文献交換の現状にっいてふれてみまし

ょう(第4表参照).

網羅収集積極収集が目標でした.文書による文献

交換申入れ直接関連機関に出向いての接渉などあら

ゆる方法を駆使しました.

国内資料収集の面では地質調査所の支所･出張所の

替さんには色々お世話に粗りました.地質調査所のア

ンテナとして地域のセンタｰとして出先の果すべき役

割は限りないものがあります.

国内では地質調査所は外国ほど著名でなく加えて

資料収集のための法的柾根拠もなければ拘束力もない

という状況の.もとで収集活動は全く困難をきわめまし

た.一方折角開拓した文献交換先も担当者が変った

り人事移動などがあるとそのまま途切れてしまい一

度切れると粗かなかっながらないという有様でした.

昭和28年新制大学が設置され地学研究者が育成さ

れると共に地学関係論文が大幅に生産されるようにた

りました.既存の学会誌や大学学部報告書だけでなく

地域地学会新しい学会法とが次々と組織されそれぞ

れ研究会誌が発行されるようになりました.

大学では理学部教育学部工学部農学部教養

部分校など.地方官公庁では土木部衛生部商

工部教育委員会博物館試験所などの付置機関まで

それこそ文字通り積極的な働きかけを行いました.

しかし大学の研究誌はまだいい方で県庁関係出版

物地域出版物となると膨大な量であり情報不足も手

伝って網羅収集は計画通りには進みませんでした.

現在の資料収集のネットワｰクは不充分ではありま

すカミ以上のような努力によって作りあげられました.

やがてこのような形態の資料収集の盲点を克服する

ために個人別刷の収集もあわせて行うように柾りまし

た.これは重複収集という弱点もありますが網羅収

集の観点からは一歩前進という画期的な対策でした.

例えば地方大学の教授クラスになりますと温泉組

合の顧問あたり1寺まだいい方で勢いあまって浴場組

合などにまで顔を出していたり思いがけない雑誌に思

いがけない文章を書いていたりします･あるときは

本格的な地質の論文が営林署の機関誌に掲載されていた

こともありました.しかし資料室にとってはどん

ななじみのうすい雑誌でもまたそれがどんな雑文であ

ってもこと地学に関するものが誰の目にでも触れる形

で発表されてしまうと資料収集の対象としてマｰクし

ないわけにはいかないのです.

このようにみてくると公刊された報告書研究誌だ

けの収集ではおのずと限界があることがおわかりでしょ

う.このような弱点をカバｰする方法として考え出し

たのが地学研究者個人と直接接触をもつことにより

文献情報の入手あるいは個人別刷もあわせて収集しよ

うという方法桂のです.現在資料室の保有する資料

泌葵盟鰍総鮒

㈱鱗繍鯛

繍鮒･

蟻簑簑駕婁撚昆録�
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の中で地方庁出版物個人別刷もまた異色であり所蔵

資料の特色の一つと言うことが出来ます.

資料収集において最も重要なことは国内外をとわ

ず安定したネットワｰクを組織するという課題であり

ます.そのためには文献交換相手機関の業務内容

設立目的性格などを見きわめ必要な文献を必要なだ

け相手機関に送りとどけると同時に必要な文献を必要

なだけ受取るという文献交換の原則をふまえ相互の信

頼関係を大事にすることが秘訣だということが出来ます.

国内文献交換先は昭和27年当時170か所であったのが

現在602か所を数えるところまできました.この交換

先の中には別刷交換を前提とする個人170人が含まれ

ております.

3-2資料整理

網羅収集をめざす収集部門の努力に支えられて整理

部門は順調に作業が進められておりますと言いたいとこ

ろですが卒直に言って重要な分野にもかかわらずこ

こが実は資料室の泣きどころでもあります.

収集されたすべての文献資料は受入され

受入目録在庫目録蔵書目録としてまとめ

閲覧複写へと進みます.㌔一､誰灘黙

に重点をおいて展開したものであります.

国内外の所蔵雑誌目録の発行は工技院傘下試験研究

機関図書館連絡会議の編集で国内雑誌(1967)外国雑

誌第3版(1978)資料室独自には外国雑誌(1976)地図

(1960)別刷･邦人の部(1967)が刊行されました(写真

4･5参照).

書架の配列は単行本U.D.C.外国資料について

は地域別(アジアアメリカソビエトなど)国内資料

は発行機関別(大学学会県庁など)個人別刷はアノレ

ファベット順地図は国別アノレファベット順に配架され

ております.これは｢地学｣という資料室の所蔵す

る資料の学問分野の特質を反映したためであります.

また書庫は開架式(OP･nA･･…)をとっておりま

す.これは利用者が直接書庫に出入りする閲覧方式

で接架式とも呼んでおります.この方式の反対に閉架

式(C1oss･dAc･…)というのがありますが一長一短あ

ってどちらが良いとは決めかねますが普通所蔵資料の

性格とか資料室の位置ずけなどによってどちらかの

写真3資料整理の基本である

地質調査所資料室におりる

U.D.C.分類表

写真4

工技院試験研究機関図書館連絡会議

(図書連)編集の総合雑誌目録�
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方式を採用しています.地質調査所という調査研究機

関などには開架式の方がふさわしいということが出来

ます.

つぎに資料の整理を行う上での地学文献の特徴に

ついてふれてみましょう.

第1の特徴は｢利用しながら保存しなければなら

ない｣ということです.このことは相互に全く矛盾

したことでもあります.閲覧貸出を含めて利用する

ことは資料そのものが汚損し消耗することであり

保存するということはそれとは反対に出来るだけ原型

のまま長期にわたって持ちこたえることです.'所蔵

資料の大半が国内に1部しか狂いという特殊なもので

あるため｢利用｣は当然であり｢保存｣もまた当然

であります.現在資料室ではこの目的に沿うため

にカラｰ複写で地質図の複本を作成したり禁帯出の

指定雑誌を設定したりあの手この手の策を用いている

わけですカミあまり利用を制限するとかえって紛失す

るおそれもあります.苦労している割には抵かなか成

果があがらないというところです.

第2の特徴は地学文献は利用頻度が少いにもかかわ

らず文献寿命が意外に長いということです.資料室で

行った図書館短大の実習生たちの調査結果によると

100年前に発表された論文が今なお参考文献として活.

用されているという事実が明らかにされております.

このことは資料収集のあり労資料整理の前提につい

てあるいは欠号補充保存などについて多くの指針と

示唆を与えております.

第3の特徴は地学文献の大半は地質図が主体であり

て論文そのものはこの地質図に付随するという性格

をもっていることです.即ち図書館学的な観点では

処理しきれないと言うことです.従来の本文付表

附図ではなく本図であり論文はその本図に対する説

明又は解説というべき性格のものだからです.

例えば九州大学の地質学教室のように説明書が単

行本として扱われ1人歩きしており地質図とは泣き別

れになっている例もあります.無理もありません国

会図書館の前身である上野図書館でさえも上記のよう

な整理法をとっており現在の三宅坂に移動する際改

善され地質図と説明書がやっと一緒になったという経

緯がある位です.資料室ではすべてがうまくいって

いるわけではありませんが製本の際説明書に枕をつ

けて地質図はポケットに納め配架するという方法をと

っております.

第4の特徴は地質図の保存法についてであります.

地質図の大半は色刷りでありその形態も大小様々であ

ります.そのためこれら資料類の保存法は技術的

問題も含めて現状ではまだ未解決の問題が多すぎると

いうことが出来ます.昨今至るところで文献の保存

性薄庫の収容力増を狙って文献資料のマイクロ化カミ

叫ばれておりますが他の学問分野ほどスムｰズには進

められない悩みがあります.

3-3資料情報

文献情報活動について述べてみましょう･この分野

での所内の世論は現状では必ずしも好意的とは言いき

れないようです.それは地質調査所は資料情報の

分野で国内的に国際的にどのような役割を果すべきな

のかという基本問題についての合意が充分でないとい

茎籔濠幾寮蓋簿芋

滋養111綴

写真5

資料室所蔵資料の

蔵書目録類�
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うことです.資料情報の収集については異論はなくと

もさて収集された資料情報をどのように利用していく

かとなると議論百出になってしまうわけです.この事

は資料業務における情報活動の分野にも反映し国内的

国際的には実に貴重なしかも重要な役割を果している

にもかかわらず所内的には肩身の狭い思いをしながら

他の仕事とのかけもちで文字通りコツコツと続けてい

るというのが実情です.資料情報活動が地質調査所の

表看板となり地学分野における国内外の資料情報セン

タｰとして名実ともに陽の目を見るのはいつのことでし

ようか.

しかし国際的にも国内的にも学問研究の遊歩とあい

まって研究分野は細分化され境界領域が開拓される

につれて文献情報の量は激増しております.それに

もかかわらず研究者の方は個人の担当する分野のきわ

めて狭い範囲内での文献情報活動にひきこもっている人

達もおります･個人単位でシコシコ文献カｰドを作り

直接文献収集を行い文献複写を行いこれで事足れり

という感があります｡地質学という学問環境のせいで

しょうか･それともまだ手工業で充分間に合うとで

もいうのでしょうか.文献情報に関してはまさに先

進性と後進性が同居しているというのがいっわらざる

地質調査所の現状であります.

一次席報として発表される国内外の論文数は資料室

に入ってくる文献呈をみればおわかりのようにここ数

年の間に激増しております.また学問研究の方法論

からみても地質学全体の動きとの関連で専門分野を

みるという原則からみても現状は必ずしも満足すべき

状態とは言い切れないようです.

まず最初に文献情報に関する資料室の考え方につい

てのべてみましょう.

これは文献情報収集のところでも述べましたがこ

と地学に関する限り誰でもが目に触れられる形で公表

されたものはその文献の質形をとわず収集の対象と

して入手のために努力します.これは次にくる二次資

料の権威をかけた前口符戦でもあるわけです.しかし

収集したあとの段階即ち収集された文献情報の取捨選

択は研究者白身にまかせるという方針であります.

そのために資料室では受入後1ヵ月間貸出禁止期

間を設けて全所員が公平に閲覧出来るように配慮して

あります.今更のべるまでもなく地質調査所におけ

る研究者の専門分野を考えていただければ理解していた

だけると思いますが様々の分野にわたっているためで

す･Aの研究者には関係ない論文であってもBの研

究者には必要な論文である場合もありますしまた地質

調査所で必要なくても国として必要な場合もあります.

研究者の中にはきわめて主観的に｢必要なものだけ

集めればいい資料室の保存資料の大半は不要なもので

あり場所ふさぎである｣と暴論を吐かれる方もおられ

ます､資料室に対する批判や意見には謙虚に耳を傾け

明目の地質調査所の発展のために取り入れるべきものは

取入れ改善のための努力を惜しむものではありませ

ん･しかし前記のような暴論には残念ながら従うわ

けにはいきません.もし仮りに不要な文献資料を集め

てしまったとしても捨てることはいつでも出来るので

す.むしろ必要なものが集められないことの方に

Librarianとしてのカ不足を思い苦痛を感じる今日こ

の頃であります.資料室が全力をあげて収集した努力

地質粥査所発行の�
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の結果を笑う前に必要なものだけを積極的に吸収してい

ただければそれだけでいいのです.

世界のどこかで地震が発生したどこかの火山が噴火

したとかのニュｰスが入ると地質図は何を見ればよい

か論文は何があるかというところについ目が向いて

しまいます.それとても余程しっかりしないと収集さ

れていない場合の方が多い位です.文献資料について

の先見性先導性こそLibra工ianの生命であると言うこ

とが出来ます.

つぎに資料室の文献情報活動の実態についてふれ

てみましょう.

資料情報活動の柱は3つあります.1つは地学文献

速報2つは地質文献目録3つは地質図索引図であり

ます(写真6参照).

この活動は卒直に言ってまだ資料室業務の中に定着

しているとは言いきれません.むしろ資料室の現在

の力量では荷カミ重すぎるというのがいつわらざる実情で

す.にもかかわらず資料室総がかりで取組んでいる

理由はこの目録類の必要性重要性をよく知っている

からであります.また一度中断したらいつ再開でき

るか解りませんし再開する時の苦労を思うにつけつ

い中断出来ず継続の方を選んでしまうという事情もあ

ります.

地学文献速報は昭和26年図書室の受入目録として

開始されました.そして現在はコンテンツサｰビス

に重点をおいて発行しております.採録範囲は国内

外の受入文献のうち単行本パンフレットを除く雑誌

報告書地質図類.学問分野としては古生物学化

㍆
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第1図筑波資料室設計図

学地球物理学の一部を除く地学のすべて.言語的に

は日英独仏語で採録他はいずれかの言語にほん訳し

原語名を記するという方法をとってあります.20数誌

については全論文採録を行っております.現在採録

編集は資料室で行い地学文献センタ｣で発行し市販

されております.

地質文献目録は創立75周年記念事業の一環として

1957年に刊行された地学文献目録(1945-1955)を受けつ

ぐものです.内容は事項別地域別人名別の3部か

ら構成され1961年以降年刊で発行されております.

採録の範囲は速報と異なって若干の例外はあります

が国内雑誌(報告書)に発表された論文に限定されてお

ります.最近発行が遅れ気味ですが採録の方は翌

年刊行体制がとられておりいつでも印刷出来るように

準備されております.これも地学文献センタｰで発行

販売されております.

日本地質図索引図は第一次として1900年から1959

年までを五分冊としてまとめ1963年から1965年にかけ

て発行されております.第二次は1960年から1969年

までを全2冊にまとめ1974年1975年にそれぞれ発行

されました.1970年から1974年については第3集と

して1977年に発行されております.

この地質図索引図は国土地理院発行の20万分の1の

地勢図を基図としその基図上に地質図として公表さ

れたものをプロットし2分の1に縮図したものです.

以上資料室の取り組んでいる文献情報活動について

述べてきましたがこの活動の特徴はいずれも資料室

において収集し受入れられた文献資料を情報源にして

いることであります･文献情報の検索だけを行い検

索された文献はどこにあるか無関係というような一部の

情報屋のやり方とはこの辺が異なるところです.

3-4筑波移転

いよいよ10月1目から筑波元年とでもいうべき筑

波時代の新しい歴史がはじまります.｢地殻に関する

わが国唯一の総合的調査研究機関｣として更に充実発

展をめざそうとする地質調査所の筑波移転計画は同時

に資料室にとっても｢国内外の地球科学情報の整備｣と

いう課題と分野で与えられた役割を果すという責務があ

ります(第1図参照).

ここでは筑波資料室の設計の経過についてふれること

にしましよう.

当初資料室は本館の別棟として計画が立案されまし

た.やがて基本設計が具体化するにつれて研究本館

に吸収されたという経過があります.資料室の本館内

における場所については研究者の本館内の｢動線｣に�
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ついであらゆる負度から検討された結果現在の本館

中央部の2階3階に落ち着いたわけです.つぎに筑

波資料室の設計上のポイントについていくつか述べる

ことにしましょう.

1.筑波資料室のスペｰスは事務室102.4m2閲覧室

153.6m2製本準備室25.6m2複写室25.6m2

書庫(台地図室)716.8m2(内2階512m23階204.8m2)

であります.

2･この設計の前提は書庫の収容力については約10年

とみ桂がらなお収容力の増大をはかるための努力

がしてあります.

3.床荷重については最終的には建設省の統一基準で

1.2t/m3となっております.書架が満杯になって

もなお余力が見込んであります.

4設計段階で苦労した問題は書庫面積と書架配置の

問題です.与えられた面積に最大量の書架を配列

した結果が1列9連式の書架という空前の配置と

なってしまいました.移動式もそのためです.

5.書架はすべて電動式になっております.電動書架

は基準が6段でしたが空間があるので更に1段の

せ梯子板しでは少し高すぎますが7段書架にして

少しでも収容力を増す努力がしてあります.

6.地図室の書架は特注晶です.地図の整理がしやす

いように一連の書架に地図棚(引出15段)書架

(2段)を組みこんだ型にしてあります.

7.2階書庫は無窓にしてあります.これは筑波地区

の空ツ風に対する防御措置であり使用しながら保

存することを考えたためです.

8.閲覧室は席数12席しかみてありません.これは

閲覧テｰブルの型にも関係ありますが一般開放を

前提としないためです.また将来マイクロ資

料狂どの閲覧に備えてブｰスが4席用意してあり

ます.

9.テレビカメラとマイクの設備がついております.

2階3階に書庫と事務室が分かれているので連絡

用とハロンガスによる消火設備に対応するためです.

今地質調査所は全所あげて移転準備にとりくんで

おります.資料室には｢資料部門移転問題ワｰキング

グルｰプ｣(昭和54年7月発足)が作られ資料部門の移

転計画がまとめられました.ワｰキンググルｰプの答

申内容は次のようなものであります.

1.基本方針

2､移転前後の図書館業務について

3.移転前後の資料業務の運営について

4.筑波における図書･雑誌･資料類の配架について

5､移転前準備作業について

6.要望事項

となっております.答申では｢研究業務は中断しな

いという方針にのっとり資料部門の移転についても単

に資料室のみの問題としてでなく研究業務に支障をき

たさないよう最善の策を講ずる必要がある｣とのべられ

ております.その後必ずしも計画通りにはすすみま

せんでしたが特に重点をおいたのは筑波資料室にお

ける配架についてでした.また地図別刷などの整

理については移転後に持越さざるを得ませんでした.

さて溝口における図書室時代は文字通り資料室再建

の時期でした.過去30数年資料室の溝口時代の主役

であった人達は殆んど交替し今は新しい人達にかわっ

てしまいましたしかし資料室の発展のためにいささ

かも努力を惜しまなかったし限りない情熱をそそいだ

ことは現在と変りありませんでした.今日の資料室は

これらの人々の努力の上に築かれたと言っても過言では

ないでしよう.

4.筑波移転後の課題

移転後の課題については無責任な発言になら狂いよ

う溝口時代の到達点をふまえて更に資料業務を発展

させようとする観点からふれてみようと思います.

移転後の資料室業務は決して単調荏道筋ではないと

思われます.例えば筑波における貸出閲覧の窓口に

しても溝の口時代に較べるとあまりにも現実離れし

ておりますし一体あそこの受付には誰が坐るのだろう.

館内放送は誰がやるのだろうなどと早くも余計な心配カミ

出てきます.また一方では筑波大学をはじめ他省

庁の閲覧希望者がどっとおしよせてきたらどうしょうな

どと筑波という地域社会で発生するだろう様々な問題を

想定すると資料室の現在の人員からはあまりにも悲

観的な将来構想しか出てきません.しかし世界には

ぱたく地質調査所がそんな資料室の状態を黙視するはず

もないだろうと考えながら移転後の課題についてふれ�



一26一

でみましよう.

4-1資料収集

筑波における資料室の未来を切り開く鍵は資料収集

であります.国内外の文献資料の網羅的収集は依然と

して資料室の重点課題であることは今更のべるまでも

ありません.

最近国際的な会合も頻繁に開かれ国内外の地質学

者相互の交流も盛んになりました.学問分野における

研究課題から文献交換の必要性も強調されるように租り

ました.例えば火山帯地震帯などの関連から環太平

洋地域の文献収集とか国際科学技術協力の観点から

アジア･アフリカの文献収集たどがそれです.また

文献交換の重点地区についても研究者の方から積極的

に要求が出されるように注りました.例えば中国の各

大学の研究報告誌を入手して欲しいなどがそれです.

資料室はこのよう祖研究者の要求や期待に積概的に

こたえながら名実ともにわが国唯一の地学に関する文

献情報センタｰをめざして新実に前進していくでしょ

う.

一方文献交換をより効果的にすすめるために地質

調査所としても現在の出版物の体系について改善する

必要があります.文献交換という観点から地質調査

所の出版物をみてみますと最近海洋関係出版物が新

シリｰズとして誕生しましたがこれはまさにヒットと

いうことが出来ます.かって地質調査所報告の編集

において試みたように地熱地震あるいは地質鉱床

地化学など学問分野別事業テ｣マ別に出版物シリ]ズ

を編成すれば必要な機関に必要な出版物を送るという

文献交換の原則からみてもまた出版物の効果的な運用

という観点からもより有効であると思われます･その

ためには当然論文の所内報発表優先の原則を確立す

る必要もあると思われます.

国際文献交換の現状はまだまだ不充分であり決し

て満足すべき状況ではありません.世界各国の大学ま

でを文献交換の範囲に扱うとすれぱあらたに1,000か

所以上の機関との間で文献交換関係を結ぶ必要がありま

すしその可能性は充分あるということが出来ます.

また外国文献の別刷(R･P･int)による収集もまた興

味あるテ』マの一つです.日本国内よりもむしろ外国

の方が別刷を重視する傾向がありますので地質調査所

の出版物の効果的運用をはかるなら資料収集の分野に

おいて新しい局面を開拓することも可能であるというこ

とが出来ます.全世界に地学関係者を対象とした資料

収集のネットワｰクを作りあげるという課題はいつか

は必ず着手し在けれぱなら粗い筑波移転後の課題の一つ

であるということが出来るでしょう.

つぎに国内文献の収集についてのべてみましよう.

課題の一つは地域出版物の収集であります.県庁か

らはじまって付属機関市町村段階において刊行される

地学関係文献についての把握と入手についてでありま

す.これは依然として古くて新しい課題です.港湾

道路鉄道ダム砂防治水治山温泉など地殻

をめぐる人間と自然のかかわり合いは今後もつづくこ

とでしよう.これらの事業計画書や報告書には必ず

地質図や柱状図がつけられております.そしてこれら

の報告書は1度まとめられると行政目的の終了と共

に捨去られてしまいます.これらの文献情報の収集は

各県の実態からみて自動的な収集ネットワｰクを組む

ことは不可能に近いと思われます.きわめて初歩的な

方法ですがやはり粘りづよく文書作戦を継続しなカミら

出先との共同作戦を考えるとか直接出向いて連絡を密

にする以外に手はなさそうです.

もう1つは国内個人別刷の収集です.これは個

人から直接収集する今までのやり方はそれはそれとし

て更に拡大充実させながら更に網羅収集に近ずける努

力をつづけることです.例えば地学関係の各分野の

著名な地質学者と密接に連絡をとりながらその地質学

者の手許に送られてくる著者からの寄贈別刷類をそっく

り資料室宛に再寄贈して貰う方法などを併用すればよ

り網羅収集に近ずくことも可能であります.そのため

に必要とあれば地質調査所出版物の提供を含め文献

寄贈者に対する見返り措置を考える必要があります.

4-2資料整理

｢昨夜新幹線で広島から来ました｣などという閲覧

者が資料室の入口で開館を待っていたり長野県から一'

か月間毎週通いつめる閲覧者カミあったり溝口時代の

資料室の利用者を見ると専門センタｰとしての資料室

の面目躍如たるものがあります.

筑波移転後もこのような閲覧者は増加することはあ

っても減ることはないでしよう.

現在資料整理部門の弱点は折角収集した文献資料類

が効果的に活用されず眠っていることです.集めてお

けぱいつかは整理が出来るとばかり資料整理はあとま

わしにして1にも2にも資料収集に明けくれた溝口時

代から収集し匁がら整理するという本来のあるべき姿

にもどすためにも資料整理部門の充実こそ筑波移転

後の資料室の重要課題であります.�
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筑波という地域社会の中で文献の利用閲覧複写

など溝口時代にはさして問題にもならなかった業務分

野が筑波では思わぬ仕事量となって労力をさか柾けれ

ぱならなくなるかも知れません.

整理部門にとって画期的なことは筑波移転を契機

に新設された地図室であります.この地図室の整理と

活用は筑波移転後の資料室を特徴ずけるものとなりま

しよう.いずれにせよ筑波における資料整理部門の

課題は保存資料の明確化と保存資料の活用につきます.

更につけ加えるなら溝口時代の欠号の補充と欠本の補

充てしょう･溝口時代は華やかな資料収集活動の蔭

にかくれてそれほど目立ちませんでしたが昨今の事

故本(紛失行方不明)は目をおおいたくなるほどです.

資料室員の未熟さもあるかも知れませんが研究者のマ

ナｰも大部地に落ちた感もあります.閲覧システムが

開架式である以上事故本は避けられない現象がも知れ

ません.しかし貸出閲覧業務は地質調査所とい

う限られた枠の中で相互の信頼関係の上に成り立ってい

るわけですから事故本が存在する方がおかしいのだと

言わざるを得ません.

4-3情報活動

つぎに文献情報活動について述べることにします.

この分野は行きつくところは電算機の導入による文

献情報の検索ということです.現在筑波移転を機に

導入が考えられている工業技術院の筑波電算センタｰ

(通称LIPS計画)がどの程度利用可能なのか詳細につ

いては不明ですのでここでは資料室は電算機を利用

して何をしようとしているかについてふれてみましょう.

当面はGeORefなど完成された磁気テｰプ柱とを利

用した情報検索.次の段階では資料室の手にたる地質

文献目録地質図索引図地学文献速報の磁気テｰプ化

とそれによる検索並行して雑誌類の所在検索貸出

･閲覧などの業務の機械化最終的には受入から文献

検索配架貸出までの全プロセスの機械化などです.

勿論いくら高性能の電算機を導入したとしてもそ

れだけではどうしようもないことは今更のべるまでも

ありません.電算機で情報検索をするためには文献

情報の蓄積が前提であります.折角短時間に必要な情

報をとり出しても必要な文献が手許に狂いというので

は絵に画いた餅どころか腹立たくしさえ匁ります.ま

た逆に情報カミある筈なのに集積不足のため検索しても情

報が出てこないなどとなると何のための電算機がという

ことにもなりかねません.

外国文献の情報検索からはじめましょう.

この分野はすでに外国の方がはるかに進んでおり

アメリカにおける地学文献のファイルであるGeoRef

のように磁気テｰプ化されたものが販売されるところま

で進んできました.やがて遠からずイギリスフラ

ンスドイッソビエトなどの文献情報機関の地学文献

ファイルも相次いで販売されるか利用可能な状況が到

来することでしょう･しかしこれらのファイルの共

通の弱点はそれぞれの国の政治的経済的文化的

学術的影響の強い国々の文献情報には比較的強いけれど

もそれ以外の国々についてはきわめて弱いということで

す.いいかえれば将来は白国の文献情報の収集と

把握が完全であれぱそれをテｰプ化することによって

世界の国々のテｰプ化

された文献情報との交

換が可能と粧り網羅

的にしかも短時間に世

界の文献情報の検索と

把握カミ出来るというこ

とになります.もう

写真7

資料窒で試行中のA.G.I.の磁

気テｰプとデｰタｰソｰスであ

るG･S･A･のBibliography.�
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一つの弱点は経費カミきわめて高価なため件名検索と論

文そのものの入手が同時に出来ないということです.

筑波における資料室の悲劇にならなければよいがと気に

かかることの一つなのですが金にまかせて情報検索だ

けはよそで行い必要論文は地質調査所の豊富な所蔵資

料でまにあわせるとぱかりどっと閲覧希望者が激増する

ことなのです.

資料室はあくまで情報検索の情報源は所蔵資料を考

えております.従って今後も資料収集を重視し網

羅性をたかめる努力をつづけます.折角短時間に必

要な文献情報がとり出せたとしてもその文献はどこに

あるかわからない外国にありますでは全く解らない

よりはましでしょうが当座の役にはたちません.資

料室ではまず所蔵資料を充実させ必要な文献情報は

すべて所蔵されているという状況をつくりあげることを

目ざします.仮りに前記のような閲覧者がふえたとし

てもそれが日本の科学の進歩のためとあれぱサｰビ

スにつとめるのも資料室の役割がも知れません.その

ために｢筑波もうで｣の研究者がふえたとしたら地質

調査所としても光栄であるとでも言うべきでしょう.

昨年資料室では試行的にAmeエicanGeo1ogica1In-

stituteのGeoRefによる文献検索を行いました.Geo

Refの概略について述べてみますとこのファイノレの情

報源は1933から刊行されているBib1iog工aphyandIn･

aexofGeo1ogyであります.1977年版で1,432誌を対

象に採録され論文数約5万件といわれております.

GeoRefは年12巻の磁気テｰプで構成されております

(写真7参照).

このファイルですと約70%は資料室の所蔵する文献で

すので検索しても所蔵資料がないという不充分さは

ありますカミ資料室において白紙から始めるよりは現

状ではこのテｰプに依拠した方がはるかに効果的であ

るということが出来ます.しかし前述のようにこのフ

ァイルにはこのファイルなりの弱点があります.例え

ばアメリカの各州で刊行される地学関係の主な'文献情報

はほぼ網羅されているけれども欧州あたりになると

これは当然なことですが全く使いものにならないとい

うことであります.従ってこのファイルで事足れり

というわけにはいかないことは言うまでもありません.

もし出来るならこの他にソビエトイギリスフラ

ンスなどの地学文献情報の磁気テｰプも入手し少なく

とも外国文献の網羅的な検索が可能な状況を作りたいと

思いますし同時にこれらの文献検索を通じて資料

室の所蔵資料の盲点を明らかにし資料収集の補強分野

を明らかにしていきたいと考えております.

つぎに国内文献の情報検索にっいてふれてみます.

この分野については溝口時代にほぼ基礎がためが出来

上っているわけですがこれからがいよいよ本番という

ことが出来るでしょう.それは地質調査所の所蔵資料

を情報源とする磁気テｰプの作成という課題です.

もともと資料室の情報検索の基本構想は前述のよう

に収集された文献資料の受入整理配架などを連動し

たものを最終目標にしておりますが過渡的には資料室

の誇る地学文献検索用の地質文献目録地質図索引図地

学文献速報の磁気テｰプ化とそれを利用した検索であり

ます.これらの二次資料のテｰプ化の作業過程で現

在弱点となっている地質文献目録の対象別の分類等につ

いても改善していきたいと考えております.

やがて将来これら国内文献の磁気テｰプが完成さ

れれば更に日本における地学文献検索用テｰプをもと

に世界の様々恋国々との国際時報交換へと道を開くこ

とになるでしょう.このことは国際的には日本にお

ける地学文献情報の地域センタｰを意味するだけでなく

国内的にも地学文献の国内センタｰとしての役割を担う

ことになるでしょう.

過日姫路大学で開かれた文部省主催の地学文献検索

の機械化のための会議において地質調査所の一連の情

報活動を紹介したところ貧困な体制とすぐれた成果に

対して大学図書館長までが｢まるで狂気い沙汰である｣

と評した現状がいつの目か改善され国際的にも国内

的にも正当な評価を受けるだろうことを確信しながら

地質文献目録地質図索引図地学文献速報の採録は

今後も継続され発行されつづけることでしょう.そ

してこれらの二次資料を基礎に更に情報検索の機械化

へと微速前進をつづけることでしょう.

以上資料室の概況と筑波移転について述べてみまし

た.すべての課題にふれられなかった憾みも残ります

がこの辺で筆をおくことにします出最後に筑波資料

室の担い手であり同時にすぐれた後継者達である資料

室の現員についてふれ諸氏の創意性に期待することに

しよう｡さようなら溝口時代そして今冒わ新しい

筑波の天地よ!

<専任>54.10.1現在

本荘時江曽屋真紀子武岡福美藤田茂管原義明

佐藤健二斎藤次男

<文献採録協力者>

岸本文男本島公司山岡正春今井功武屠由之

(文責斎藤次男)�


